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『金剛手灌頂 タン トラ』 の灌頂について

大 塚 伸 夫

1.は じめに 『金剛手灌頂タソトラ』は12巻10章 のチベ ット訳 しか存在せず,チ

ベ ットの密教分類法に従えば,行 タントラ(caryatantra)に 属する密教経典 とい

える。最近の研究成果によれば,本 経は 『大 日経』の直接的な先駆経典であった

と目されている。そのような 『大 日経』 との関わ りから,筆 者は別稿で本経の曼

茶羅行について論 じたことがあるが,小 論では本経 の曼茶羅行の中でも最大の奥

義 とされる金剛手灌頂について論ず ることにす る。それによって,本 経における

灌頂の実践意義を究明することYTしたい。

さて,本 経に説かれる金剛手灌頂には,A:釈 尊が普賢菩薩に対 して行 うもの

と,B:普 賢が上記の灌頂を契機 として金剛手菩薩に転換 して説 くものとの二種

類が見られる。その うち,Aの 金剛手灌頂 とは,本 経の第3章 前半に説かれてお

り,文 脈からすると明からに毘盧遮那如来を背後におく釈尊(毘 廛遮那如来の変化

身)が,『 華厳経』入法界品の思想影響を受けた本経所説の普賢菩薩に対 して行

ったものといえる。一方,Bの 金剛手菩薩の説 く金剛手灌頂は,第3章 後半 より

第5章 にかけて説かれる曼茶羅行の最後に見られる。これは,釈 尊 より金剛手灌

頂を受けた普賢菩薩が金剛手菩薩 とい う密教の菩薩に転換 して,自 らが受けた灌

頂のシステムを応用することによって,現 実世界を活動の場 とする一般の密教行

者に修習できるよう説いた灌頂 といえる。

2.釈 尊による金剛手灌頂 それでは,Aの 釈尊による金剛手灌頂 にはどの よ う

な実践意義が存するのであろ うか。まず,そ の灌頂に至 る経緯を概観す ると,他

化自在天において無数の集会者に囲まれた本経の教主 ・毘盧遮那如来が,娑 婆世

界に展開す る大金剛鉄囲山曼茶羅に釈尊の姿をとって出現する。釈尊が出現 した

その曼茶羅の住処 とは,『華厳経』入法界品 の善財童子 が求道の旅の出発点 とし

て,文 殊菩薩に遭遇 した場所(Danyakaramahanagara-vicitrasaradhvajavyuhamaha-

vanasanda)と 同名に設定 きれている 「妙徳生大都城(Gron kher chen po dpal yon

tan gyi hbhun)」 にある 「様々な沙羅樹の幢で飾 られた密林(Sin sa la sna tshogs
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kyi rgyal mtsan bkod pahi nags tshal stug po)」 とい う場所になっている。そこ

で,上 記の曼茶羅に現れた釈尊は,普 賢行に励みつつある普賢菩薩をその場所に

召喚す るのである。すると,そ の曼荼羅 の住処に赴いた普賢は,自 身が毘盧遮那

如来の過去の行を円満 したものを形に表 した毘盧遮那荘厳楼閣(rNam par snan

mdsad kyi rgyan bkod pahi khan pa brtsegs pa)」を釈尊に奉献するのである。 この

毘盧遮那荘厳楼閣 とは,同 じく入法界品では,善 財童子が求道の旅の終着点 とし

て弥勒菩薩に導 き入れ られた住処(Vairocanavyuhalamkaragarbha-mahakutagara)

とされているので,本 経 の金剛手灌頂は明らかに入法界品を意識 してス トーリー

が展開されているのが知 られ る。そ こで,次 に釈尊は楼閣を奉献 した普賢菩薩

に,六 波羅蜜などを象徴するとい う金剛杵を授与するのである。この作法が本経

における事実上の金剛手灌頂とみなす ことができるのであるが,そ の後,普 賢菩

薩は曼茶羅の集会者に 「汝は金剛手である」 と宣言され,載 冠することになる。

以下,普 賢菩薩は様 々な真言を釈尊や一切如来たちから授与され,最 終的に金剛

輪を転ず る金剛手菩薩 に加持されるのである。 これによって,普 賢菩薩は名実 と

もに密教の菩薩に転換させられたのである。そ して,注 目すべ きはこの後で,普

賢菩薩は釈尊 より 「汝は普賢行の誓願 を成就 した故 に,曼 荼羅行の儀軌を説け

(趣意)」と諭されるのである。

以上のような文脈を考慮するならば,Aの 釈尊による金剛手灌頂は,『華厳経』

入法界品の強い思想影響を受けて構成されていたという点 が まず いえ る。そし

て,こ の視点にπち,金 剛手灌頂の実践意義を考えてみれば,こ のAの 釈尊によ

る金剛手灌頂 とは,入 法界品に説かれ る求道の旅の出発点 と終着点 とを同地に設

定した曼荼羅 の住処に いて,入 法界品の理想の菩薩像である普賢菩薩に対 し,

金剛杵を授けて自らの誓願 とする普賢行を成就終了させ,新 たな役割を担 う密教

の菩薩へ と転換させる,い わば密教化の儀式であった と捉えることができる。 し

かし,視 点を変 え てみ る と,そ れは後述するBの 金剛手菩薩の説 く金剛手灌頂

が,あ くまでも現実世界で有効に機能するのを保証させるために,経 典作者が考

え出 した創作劇であった とみることもできる。む しろ,こ の点にこそAの 釈尊に

よる金剛手灌頂 の実践意義が存在 していた といえるであろ う。

3.金 剛手菩薩の説 く金剛手灌頂 それでは,Bの 金剛手菩薩の説 く金剛手灌頂

には一体 どのような実践意 義が存 しているのであろ うか。 この灌頂を含む曼茶羅

行の儀軌を概観 してみると,ま ず,阿 閣梨は曼茶羅行を行 うための土地や日時を
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選定す る。それ らが決定 され ると,釈 尊が現れた大金剛鉄囲山曼荼羅に対応する

土壇の大曼荼羅を作る作法が次に行われ る。如法に曼荼羅が完成 されると,次 に

曼荼羅の諸尊を供養する作法,灌 頂す る弟子の有縁の尊格を決定す る投華得仏の

作法,そ して最後に,灌 頂の作法が行われ るのである。 とくに灌頂の作法を見て

みると,こ の作法はおおよそ,1.灌 頂壇の造立,2.瓶 灌頂,3.金 剛杵授与,

4.法 輪授与,5.教 戒,6.三 昧耶説示の六階梯になっている。

そこで,改 めてこのBの 金剛手灌頂の次第を見てみると,実 際には我 々の現実

世界で行われる灌頂 といえるが,弟 子を選定 して曼荼羅を作 り,金 剛杵を授与し

て金剛手灌頂するとい うわけであるから,Aの 釈尊による金剛手灌頂 とまったく

同じシステムで構成されているといえる。要は,Aの 釈尊による金剛手灌頂のシ

ステムを現実の世界に応用したのが,こ のBの 金剛手灌頂であるといえよう。 ど

のように応用しているかといえぼ,Aの 灌頂では阿閣梨に相当する者が釈尊であ

ったのが,Bの 灌頂ではそれを現実の世界で行 う金剛阿闍梨に設定 しているわけ

である。そして,弟 子については普賢菩薩であったのに対し,Bの 灌頂では一般

の大乗仏教徒に設定 しているわけである。

それでは,Bの 金剛手菩薩の説 く金剛手灌頂 の実践意義を考えてみると,Aの

釈尊による金剛手灌頂によって,普 賢菩薩が自らの誓願 とする普賢行を成就終了

し,新 たな密教の菩薩へ と転換させられたように,こ のBの 灌頂でもそのシステ

ムを応用 して,大 乗仏教徒に六波羅蜜などを象徴す る金剛杵を授けて灌頂するこ

とによって,大 乗仏教の理想である波羅蜜行を無時間的に円満成就させて密教の

世界に誘い,新 たに金剛杵を持つ執金剛,つ ま り密教の菩薩に転換 させるとい う

のが,こ のBの 金剛手菩薩の説 く金剛手灌頂の実践意義であったと考える。

4.お わ りに 以上,本 経の説 く金剛手灌頂について論 じて きた が,思 うに金剛

手灌頂 とは,釈 尊による普賢菩薩への灌頂 とい う演出によって保証された第一段

階の金剛手灌頂の有効性を巧みに利用 して,大 乗仏教徒たちに自らが信奉する波

羅蜜行を無時間のうちに円満成就させ,波 羅蜜行にとって代わる新たな仏道体系

である密教の行を大乗仏教徒たちに実践させようとしたのが,こ の金剛手灌頂で

あった と主張 したい。
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